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アレチウリ抜き取り作戦
7月27日(日) 6時～8時 三川町青山地内の青龍寺川沿いに生育

する特定外来生物アレチウリの抜き取りを行いました。三川町役
場2名、鈴木工務店2名、青山町内会1名、ゆきやなぎ13名の計19名
で開始しました。
昨年度は豪雨により河川が増水し作業が危険な状態だった為、活
動が中止となりました。その後様子を見に行くと例年より多くア
レチウリの繁茂が確認できました。この活動を始めてから１６年
目。利用者さんの高齢化もあり職員中心となりましたがボラン
ティアの方々のご協力も得ながら今年度も沢山抜き取ることがで
きました。やはりこの量を見ると引き続き継続して駆除すること
が大事だと思いました。
参加して下さった皆様、地域の皆様、暑い中ご協力ありがとうご
ざいました。

5月22日(木)、福祉バス2台で『鶴岡市立加茂水族館』へ行きました。
あいにくの天気でしたが館内はお客さんが大勢で大賑わいでした。
庄内の淡水魚、海水魚や世界有数のクラゲ、アシカやアザラシ等、自分の
ペースでゆっくり見る事ができました。
その後『道の駅あつみ しゃりん』へ行き、早磯ドライブインで昼食をい
ただきました。ボリュームたっぷりのえっぺ御膳とデザートのクリームあ
んみつを食べたあと、物産館内でいろいろ見たりお土産を買ったりしまし
た。
よく歩きよく食べ、楽しいバス旅行でした！

7月は家族会総会・地域連携推進会議が開催されました。ご家
族の皆様には多大なるご協力をいただきありがとうございます。
ゆきやなぎとしましても地域に開かれた施設を目指しており、地
域連携も大切であると思っています。作業所はいつでもオープン
にしておりますので見学をお待ちしております。利用者さんの働
いている様子等も見ながら、忌憚のないご意見をお聞かせくださ
い。

避難訓練

6月23日(月)15時から火災避難訓練を行いました。
火事ぶれにより利用者さんを誘導し、同時に初期消火と119番への通
報練習をしました。スムーズに避難できましたが、移動困難な利用者さ
んを段取り良く早めに避難させること、職員間での報告を密にすること
等、いざという時に備えて行動できるよう日頃の訓練が大事だと実感し
ました。

代表理事 大類トミコ



事業所サービスご利用状況

大西グループホーム 1名 申込受付中
青柳作業所 数名 申込受付中

今後の予定
毎月 職員会議・スポレク・誕生会

  9月 8日（月）戸外散策・グループでの外食
9月11日（木）イオンレシートキャンペーン

10月 9日（木）芋煮会 《青柳公民館にて》
11月11日（火）イオンレシートキャンペーン
11月13日（木）避難訓練

★何かあったら必ず連絡しましょう★

大類トミコ(代表理事) 090-7063-3650
佐藤(施設長) 090-2991-5580

お休みのお知らせ
8月 9日(土) お休み
8月10日(日) お休み
8月11日(月) お休み 山の日
8月12日(火) 通所
8月13日(水) お盆休暇
8月14日(木) お盆休暇
8月15日(金) お盆休暇
8月16日(土) お休み
8月17日(日) お休み

家族会総会・地域連携推進会議

7月17日(木)13時から青柳公民館にて「家族会総会」を開催し
ました。

始めに鶴岡DARC自立訓練（生活訓練）事業所「絆」代表の武
田様より薬物依存症全般についてご講話いただき、「自分の居
場所」を求め続けた本人の心情を語っていただきました。

総会終了後は「地域連携推進会議」を開き、青柳町町内会長や
他の福祉施設、家族会も交えて災害時の避難等についてお話す
ることができました。

7月１日より事務局長に阿部博美さんが就任しました。
皆様どうぞよろしくお願いいたします。

※令和6年4月の障害福祉サービス等報酬改定により、グループ
ホーム（共同生活援助）に“地域連携推進会議”の定期的な
開催が義務付けられ、令和7年から義務化されました。
地域連携推進会議は、施設等と地域が連携することにより、
４つの目的を達成するための会議体です。

① 利用者と地域との関係づくり
② 地域の人への施設等や利用者に関する理解の促進
③ 施設等やサービスの透明性・質の確保
④ 利用者の権利擁護

・ゆきやなぎ単独で世帯名簿・介護の必要な方のリストを町内
会に提出すればスムーズに連携が取れる
・町内会に折り畳み式のリヤカーが2台あるので、移動が困難な
利用者さんを乗せた想定で練習ができる
・大西下宿の方々は、安全であれば青柳の集合場所へ一緒に避
難してもOK
・稲生町の高等養護学校も避難場所になっている


	スライド番号 1
	スライド番号 2

